
（別添様式１）

平成３０年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績

機関・団体等の名称

岡山県 土木部 監理課

事業等の名称
建設現場見学会

１．実施時期

→ 通年

２．実施場所

→ 県内各地

３．対象者（参加見込又は参加者数）

→ 土木・建築系学科の高校生（７校８学科約６２０名、１６回）

４．共催・単独等の開催状況

→ 岡山県、（一社）岡山県建設業協会

５．事業等の内容

→ 建設関係の知識と興味を有する若者を建設産業への就職に繋げていく

ことを目的に、土木・建築系学科の高校生を対象に建設現場見学会を開催。

６．期待される効果（実施結果：効果）

→ 学校側からは、実際の建設現場を見学できること、普段の授業では経験

することができない知識等の習得ができる貴重な機会であること、など大

変有意義であるとともに、今後の進路選択において非常に参考になってい

るため、継続的な実施を求める意見をいただいている。

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案

→ 特になし

８．その他

→ 特になし

注１：提出資料は電子データとしてください。

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。



（別添様式１）

平成３０年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績

機関・団体等の名称

岡山県 土木部 監理課

事業等の名称
建設産業従事者と高校生との意見交換会

１．実施時期

→ １月

２．実施場所

→ ジップアリーナ岡山

３．対象者（参加見込又は参加者数）

→ 土木・建築系学科の高校２年生（３４４名）、企業４１社

４．共催・単独等の開催状況

→ 岡山県、（一社）岡山県建設業協会、（一社）岡山県測量設計業協会

５．事業等の内容

→ 土木・建築系学科の高校２年生を対象に、建設産業に従事する先輩や地

元経営者、若手従業員、高校ＯＢなどから、建設産業の現状ややりがい等

について意見交換を行い、地域における重要な産業である建設産業に対す

る認識を深め、就職支援に繋げる。

６．期待される効果（実施結果：効果）

  → 学校側からは、就職に対する意識の高揚につながっているとの声がある

一方、企業側からも、直接高校生と話ができる貴重な機会であるため、継

続的な実施を求める意見をいただいているほか、関係校から参加企業へ就

職した実績も確認されており、高校生の進路選択や県内建設業者の企業Ｐ

Ｒの一助となっている。

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案

→ 特になし

８．その他

→ 特になし

注１：提出資料は電子データとしてください。

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。



（別添様式１）

平成３０年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績

機関・団体等の名称

岡山県 土木部 監理課

事業等の名称
中学生に向けた情報発信

１．実施時期

→ 通年

２．実施場所

→ 県内各地

３．対象者（参加見込又は参加者数）

→ ①建設産業の魅力を紹介するＤＶＤの周知･･･県内すべての中学生

②地元建設業従事者等による出前授業･･･中学生（約８０名、１回）

４．共催・単独等の開催状況

→ ①岡山県

②岡山県、（一社）美作青年会議所、岡山県建設青年交流会

５．事業等の内容

→ 教育委員会の協力を得て、県内中学校等に対して、平成２７年度から２

９年度に作成した建設産業の魅力を紹介するＤＶＤについて周知すると

ともに、地元建設業従事者等を講師として派遣し講演や授業を行うなど、

中学生の建設産業に対する理解を深める。

６．期待される効果（実施結果：効果）

  → 中学生に対して、建設産業の魅力を紹介するＤＶＤを周知すること、地

元建設業従事者等を講師として派遣し講演や授業を行うことで、建設産業

への関心が高まり、将来の担い手確保につながる。

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案

→ 特になし

８．その他

→ 特になし

注１：提出資料は電子データとしてください。

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。



（別添様式１）

平成３０年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績

機関・団体等の名称

岡山県 土木部 監理課

事業等の名称
おかやまの土木・建築『体感』ゼミナール

１．実施時期

→ １１月（例年は７月）

２．実施場所

→ イオンモール岡山（例年はコンベックス岡山）

３．対象者（参加見込又は参加者数）

→ 幼児から小学生の子どもやその保護者など（約１６００名）

４．共催・単独等の開催状況

→ 岡山県、岡山市、岡山県建設業協会ほか、協力団体多数

５．事業等の内容

→ 地域に根ざし、身近な産業である建設産業に関する情報を発信すること

により、建設産業への興味や理解を深めてもらい、将来の進学や職業選択

の対象となることを目指して、幼児から小学生の子どもやその保護者など

を対象とした建設産業に関するＰＲイベントを開催する。

６．期待される効果（実施結果：効果）

  → 幼児から小学生の子どもやその保護者などを対象に、産学官の関係者が

連携し、平成３０年７月豪雨災害に対する復旧・復興活動に関する展示や、

建設産業の魅力を伝える動画上映等を通じて、建設産業の役割や重要性を

紹介することにより、土木・建築系の高校や高等専門学校、大学等への進

学や建設産業への就職が、将来の進路の選択肢となる。

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案

→ 特になし

８．その他

→ 開催チラシ添付

注１：提出資料は電子データとしてください。

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。






